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～そろそろ還るか、横浜に～
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「ハマジン」は、行政が発行するにふさわしい、市民が安心して活用できるメディアとして、読者保護を徹底しております。

広告は横浜市の掲載基準、およびサンケイリビング新聞社の掲載基準の双方に準拠したもののみ、掲載を致します。

※詳しい基準につきましては、各営業担当までお問い合わせ下さい。

そのため、お申し込みを頂いても基準により掲載をお断りする場合がありますが、何卒ご了承下さい。
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① 横浜市ＰＲボックスでの設置配布
鉄道駅構内（ＪＲ線、東急線、京急線、相鉄線、市営地下鉄線、シーサイドライン）

に設置の横浜市ＰＲボックスで設置配布します。

② 公共施設での設置配布
各区役所広報相談課、行政サービスコーナー、地区センター、スポーツセンター、

図書館、郵便局など、公共施設で設置配布します。

③ 横浜市内のオフィス配布
弊社が発行するオフィス配布フリーペーパー「シティリビング」の読者組織を通じ、

希望者に直接手渡しで配布します。

配 布 方 法

2007年11月28日

１２月号６月号

2007年5月30日発 行 日

１０万部発 行 部 数

Ａ４判・オール４色・３６ページ建て体 裁

横浜市とサンケイリビング新聞社は、2007年2月28日に日本初の官民協働編集フリーマガジン『ハマジン』を創刊しま
した。ふだん地元の市政情報との接点が薄い、40～50代のビジネスマンを中心に、横浜市民として必要な“公共情報”
と“大人の横浜OFF情報”を届ける新スタイルの広報誌です。「大人の男として」「横浜人として」横浜ライフを楽しむため
の情報を発信します。掲載内容は、横浜市の行政情報ページと、横浜開港150周年に向けて進化を続ける横浜を楽
しむ情報ページ、広告ページで構成。横浜市とサンケイリビングが生み出す新たな“ウエーブ”にご期待下さい！

そろそろ還るか、横浜に

『ハマジン』のコンセプトをひと言で表すキャッチフレーズが「そろそろ
還るか、横浜に」。いよいよ始まる団塊世代の定年退職は、これまでビジ
ネスシーンを生活のメインステージにしてきた多くの人が、地域へ、家庭
へと目を向け、軸足を動かす契機になるはずです。『ハマジン』は、横浜
市に住みながら、地元の情報を目にしづらい、関心を持ちにくい多忙な
大人層に向け、横浜をもっと知ってもらうこと、気持ちの根を地域に張っ
てもらうことを目指して創刊されました。

今、動いている“地元”横浜を活写する大人メディア

2009年の横浜開港150周年に向けて大きく動き出した横浜市。新たな開発
やイベント、スポーツ、市内の旬スポット、地元流通のメンズファッショントレン
ドまで、横浜に住む大人が知っておきたい、そしてすぐ活用できる“今”の横
浜情報を掲載していきます。

行政発の情報をとっつきやすく、読みやすく

ついかたくなりがちな行政発の情報。でも多くの場合、それは、暮らし
に密着し、重要度の高い生活情報です。そこで『ハマジン』では、横浜市
の発信したい情報を、読みやすさや興味の持ち方という読者視点から整
理・編集。読み応えのある特集やコラムとして掲載しています。
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Yokohama vision

横浜市が市民に伝えたいテーマ・メッセージ・
将来のビジョンを各界の著名人や専門家との
対談などを通して紹介。

SPORTS interview

地元横浜で活躍するスポーツ関係者への
活気と元気が溢れるインタビュー。

Review

横浜のイマが分かるコラムレビュー。市内の
ニュースポット・ショップ紹介やニュースタイル・
ファッション、ニュービジネスまで幅広い新鮮
な話題を展開。

女心ランキング

総合女性マーケティング企業「サンケイ
リビング新聞社」独自の読者アンケート調査
によるランキングレビュー。これを読めば
女心を掴めるはず。
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行政広報特集タイアップ広告

官・民協働発行メディアならではの、新しい広告手法です。

その号に掲載される広報特集のテーマに沿って、タイアップ

記事の形式で広告を展開します。

行政情報との連動が記事の信頼性を増し、また横浜市の

持つ先進的なブランドイメージとのシナジーが、他のメディア

にない広告効果を生み出します。

※ 行政広報特集の次頁より、見開きページで掲載します

ペイドパブリシティ

編集者が読者目線に立って、広告を生活情報記事に加工して掲載する手法です。

35年以上にわたるフリーペーパー発行で培ったノウハウが、広告情報の訴求力を高めま
す。

ディスプレイ

横浜市のブランドイメージとコラボレートした、メッセージ性のある広告展開にご活用下さい。

６ 月 号

９ 月 号

巻 頭 特 集 広 報 特 集

厳しい広告掲載基準

行政が発行するにふさわしい、市民が安心して活用できるメディアとし
て読者保護を徹底するというのも、大きなポイントです。『ハマジン』では、
横浜市の掲載基準と、フリーペーパー発行で35年以上の実績を持つサ
ンケイリビング新聞社の広告掲載基準、双方の基準を満たす広告のみを
掲載をします。

駅・公共施設・オフィスから広い情報発信

市広報の特性上広い情報発信を念頭に、横浜市内の駅構内のPRボッ
クスを中心に市内各公共施設に設置配布を行います。また、オフィス配
布などをミックスし市内全域へのアプローチをはかります。

１ ２ 月 号

３ 月 号

大人のための横浜情報マガジンついに創刊！

～ハマのマリンレジャー～
海が呼んでいる

～市内便利スポーツ施設～
脱・メタボ計画

～11月は地産地消月間～
ハマを喰らふ

～エキゾチックカオス～
横浜で異文化体験 港ヨコハマ開港１５０周年へ向けて

～市民協働～
２００７年問題を横浜から考える

冬の防災チェック、ココがポイント

学びの場、集いの場、学校へ行こう
※特集テーマは変更の可能性がございます。
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待望のニューメディア

年４回の季刊発行で

いよいよ始動！
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